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「
日
本
銀
行
の
『
量
的
・
質
的
金
融
緩

和
』
に
よ
っ
て
、
日
本
経
済
が
デ
フ
レ

か
ら
の
脱
却
を
果
た
す
こ
と
で
、
革
新

的
な
金
融
政
策
が
デ
フ
レ
を
克
服
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
リ
ー
デ
ィ
ン

実
の
物
価
上
昇
率
も
上
方
シ
フ
ト
す
る
、

と
信
じ
て
疑
わ
ぬ
御
仁
。

　

今
年
１
月
29
日
に
「
マ
イ
ナ
ス
金
利

付
き
量
的
・
質
的
金
融
緩
和
」
導
入
を

決
定
し
た
、
そ
の
５
日
後
の
〝
節
分
の

日
〞
に
は
共
同
通
信
社
主
催
の
講
演
会

で
も
、「
こ
れ
ま
で
の
中
央
銀
行
の
歴

史
の
中
で
、
恐
ら
く
最
も
強
力
な
枠
組

み
」
だ
と
胸
を
張
り
、「
本
気
で
取
り

組
ん
で
い
る
以
上
、（
２
％
の
）『
物
価

安
定
の
目
標
』
は
必
ず
実
現
」
と
高
言
。

　

節
分
の
豆
の
如
く
に
〝
追
い
銭
〞
を

貸
し
手
が
借
り
手
に
支
払
う
寸
法
の
マ

イ
ナ
ス
金
利
＝
資
本
主
義
経
済
の
自
己

否
定
だ
と
〝
信
じ
て
疑
わ
ぬ
〞
僕
に
と

っ
て
は
、「
欲
し
が
り
ま
せ
ん　

勝
つ

ま
で
は
」
と
一
億
総
参
加
の
竹
槍
訓
練

に
駆
り
出
さ
れ
た
よ
う
な
違
和
感
で
す
。

「
皆
さ
ま
が
、
子
供
の
頃
か
ら
親
し
ん

で
き
た
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
の
物
語
に
『
飛

べ
る
か
ど
う
か
を
疑
っ
た
瞬
間
に
永
遠

に
飛
べ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
』
と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
。
大
切
な
こ
と
は
、

前
向
き
な
姿
勢
と
確
信
で
す
」。

　

こ
ち
ら
は
、
昨
年
６
月
４
日
に
日
本

銀
行
金
融
研
究
所
主
催
の
国
際
コ
ン
フ

ァ
ラ
ン
ス
開
会
式
に
於
け
る
黒
田
氏
の

挨
拶
で
す
。
ウ
〜
ム
、
円
安
・
株
高
で

景
気
浮
揚
の
筈
が
、
円
高
・
株
安
で
消

費
低
迷
の
逆
転
現
象
を「
前
向
き
に
」絵

解
き
す
る
「
姿
勢
」
も
熱
烈
キ
ボ
ン
ヌ
。

「
飛
べ
る
の
は
あ
く
ま
で
力
学
的
な
裏

付
け
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
飛
べ
な
い

も
の
が
飛
ぶ
の
は
夢
の
中
だ
け
」。「
異

次
元
緩
和
は
幻
想
的
色
彩
を
帯
び
始
め

た
の
で
は
な
い
か
」。

　

日
本
銀
行
出
身
で
全
国
地
方
銀
行
協

会
常
務
理
事
を
務
め
る
中
川
洋
氏
が
昨

年
７
月
３
日
付
「
日
本
経
済
新
聞
」
夕

刊
「
十
字
路
」
で
看
破
の
一
文
も
想
起

し
ま
し
た
。
而し
か

し
て
経
済
の
み
な
ら
ず

政
治
の
世
界
で
も
「
幻
想
的
色
彩
を
帯

び
」
発
言
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
す
。

「
今
ア
メ
リ
カ
は
黒
人
が
大
統
領
な
っ

て
る
ん
で
す
よ
。
黒
人
の
血
を
引
く
ね
。

こ
れ
は
奴
隷
で
す
よ
。
は
っ
き
り
言
っ

て
」。
言
わ
ず
も
が
な
、
弁
護
士
と
い

う
言
葉
で
勝
負
す
る
筈
の
生
業
で
現
在

も
禄
を
食
む
丸
山
和
也
参
議
院
議
員
が

２
月
17
日
の
憲
法
審
査
会
で
広
言
し
た

内
容
が
国
内
外
で
〝
話
題
〞
で
す
。

「
二
院
制
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た

今
回
、「
良
識
の
府
」
を
任
じ
る
参
議

院
に
於
け
る
「
党
議
拘
束
」
は
是
か
非

か
、
の
議
論
の
最
中
の
「
脱
線
」
で
す
。

「
産
経
新
聞
」
も
「『
米
国
は
黒
人
、
奴

隷
が
大
統
領
』
自
民
・
丸
山
法
務
部
会

長　

参
院
憲
法
審
査
会
で
発
言
」
と
見

出
し
を
打
ち
ま
し
た
。

　

翌
18
日
に
記
者
団
に
「
リ
ン
カ
ー
ン

大
統
領
も
マ
ー
チ
ン
・
ル
ー
サ
ー
・
キ

ン
グ
牧
師
も
尊
敬
し
て
い
る
。
尊
敬
の

念
が
迸
ほ
と
ば
し

っ
た
言
葉
が
ど
う
し
て
人
種

差
別
の
発
言
と
受
け
取
ら
れ
る
の
か
全

く
驚
き
だ
」。「
批
判
は
不
条
理
で
、
非

常
に
怒
り
も
覚
え
る
」
と
抗
言
。「
親

の
心 

子
知
ら
ず
」
な
言
動
に
、
政
権

中
枢
も
頭
を
抱
え
て
い
る
で
し
ょ
う
。

　

が
、
よ
り
看
過
で
き
ぬ
発
言
は
以
下

の
箇
所
で
は
あ
り
ま
す
ま
い
か
。

「
日
本
が
で
す
よ
、
ア
メ
リ
カ
の
第
51

番
目
の
州
に
な
る
」。「
そ
う
す
る
と
で

す
ね
、
例
え
ば
今
、
集
団
的
自
衛
権
、

安
全
、
安
保
条
約
と
こ
れ
全
く
問
題
に

な
り
ま
せ
ん
ね
」。「
日
本
州
の
出
身
が

ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
に
な
る
可
能
性
が

出
て
く
る
」。「
拉
致
問
題
っ
て
あ
り
ま

す
け
ど
、
こ
の
拉
致
問
題
す
ら
恐
ら
く

起
こ
っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
ね
」。

　

ア
メ
リ
カ
の
第
51
番
目
と
し
て
日
本

が
存
在
し
て
い
れ
ば
拉
致
問
題
も
起
こ

り
得
な
か
っ
た
、
と
は
即
ち
、
国
民
の

生
命
を
護
る
能
力
無
き
日
本
と
法
廷
で

述
べ
る
が
如
き
。
更
に
は
日
本
国
憲
法

の
改
憲
・
加
憲
・
護
憲
云
々
以
前
に
日
本

国
消
滅
の
言
説
で
す
。
琉
球
処
分
な
ら

ぬ
「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
処
分
を
自
ら
提
起

の〝
売
国
奴
〞〝
非
国
民
〞ウ
イ
ル
ス
が
、

「
自
主
憲
法
」
制
定
を
切
望
す
る
面
々

の
中
に
紛
れ
込
ん
で
い
た
と
は
、
嗚
呼
。

グ
・
ケ
ー
ス
を
示
し
た
い
」。

　

昨
年
４
月
19
日
に
ミ
ネ
ソ
タ
・
エ
コ

ノ
ミ
ッ
ク
・
ク
ラ
ブ
で
宣
言
し
た
黒
田

東
彦
総
裁
は
、
期
待
イ
ン
フ
レ
率
が
高

ま
れ
ば
、
予
想
物
価
上
昇
率
な
ら
ぬ
現 「ＪＡＰＡＮ」処分

★
次
号
４
月
号
の
発
行
日
は
３
月
25
日（
第
４
金
曜
日
）で
す
。


